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1. 緒言 

 公益社団法人日本キャンプ協会では、1999年から

協会に登録している指導者がキャンプを実施する

際に割安な掛け金で加入できる「キャンプ保険（国

内旅行傷害保険）」、「デイプロクラム保険（レク

リエーション保険）」を用意している。本研究では、

「キャンプ保険」の1999年4月から2016年３月まで

の17年間に保険金請求があった怪我や事故概要の

分析を行う。野外活動の事故事例の分析やヒヤリハ

ットの分析は、青木ら1）による青少年教育施設にお

ける事故事例の収集・分析、国立オリンピック記念

青少年総合センター2)による全国的な野外活動のけ

が・病気の発生状況に関する研究、傷害保険を対象

とした事故分析はボーイスカウト日本連盟による

「そなえよつねに共済」の事故データ分析3)が行わ

れている。本研究は事故分析を通じて安全管理の基

礎資料を得ることを目的とする。 

2. 研究方法 

2.1 対象 

1999年4月から2016年３月までに日本キャンプ協

会キャンプ保険に保険金請求があり、事故データが

得られた299件の事故を対象とした。なお年度別の

加入者総数は得られているもののそれらの属性の

情報は得られなかった。 

2.2 事故データの分類・集計 

 キャンプ保険の保険金支払いに際しては以下の

情報が取得された。「事故日」、「受傷者情報（年

齢・性別）」、「事故状況（記述）」、「通院・入

院日数」、「支払い保険金額」。なお「事故状況（記

述）」の情報だけでは、データの分析が困難であり、

得られた記述をもとに以下に分類・集計をした。「発

生場所」、「プログラム」、「事故の要因」、「傷

病の種類」、「受傷部位」。なお、記述から判断が

困難なものはどの項目も「不明」として処理した 

2.3 事故データの分析 

事故発生状況の経年変化を把握するため、17年間

の加入者数と事故発生率の、また季節別の傾向を把

握するため事故件数と発生率のクロス集計をそれ

ぞれ行った。次に事故データを基に、性別と年齢層、

プログラムのクロス集計を行った。また、保険金支

払い金額が高くなる重傷となった事故は、どのよう

なプログラムや事故の要因が影響しているのか検

討した。 

3 結果と考察 

3.1 キャンプ保険の加入者推移と事故発生割合 

 17年間の加入者は2007年まで6000人程度だった

が、2008年以降10000人を超えるようになった（表

１）。保険請求件数の発生割合は、平均0.25％であ

るが、2002年度の0.63％が最大であり、2006年度に

0.49％の発生があるものの、長期的には減少傾向が

続いている。 

表 1 年度別加入者数と事故発生割合 

3.2 月別の加入者数と事故の発生割合 

 加入者数は７～９月の夏季で半数を超える。しか

し12月、３月の申し込みもあり、学校などの長期休

みに多くの事業が実施されているためと考えられ

る（表２）。また8月は事故の件数、発生割合とも

多いが、1～３月の件数は少ないものの、事故発生

割合が高くなっている。冬季はスキー、スケートな

ど雪上、氷上活動が増え、事故が増加する傾向だと

考えられる。 

表 2 月別加入者数と事故発生割合 



3.3 性別と年代別にみた事故の発生件数 

 男女の事故発生状況に大きな差は見られなかっ

たが(表３)、性別と年齢を比較したところ、小学校

高学年では男性に事故発生件数が多く、大学生から

20歳代の女性は男性に比べて事故発生件数が多か

った。 

表 3 性別にみた事故発生状況 

 

これらの事故件数の性差は保険加入者数が当初よ

り差があったためなのか、それとも事故発生率に性

差が生じるのかは判断が困難である。なお、大学生

から20代の女性は男性に比べ転倒による事故が多

く発生した。 

3.4 事故の要因の発生件数と保険金支払額 

事故の要因別に発生件数を分類すると上位５項

目は、転倒（127件）、虫・動物（64件）、物や人

が当たる、ぶつかる（33件）、刃物（25件）、熱源

（20件）であった。おおむね事故の発生要因は先行

研究と一致している。転倒による事故は捻挫や打撲

による軽傷ですんだ事故から、骨折、脱臼など重傷

で入院する事例も多く見られた。虫・動物による事

故は虫刺されによる通院が１～２日の軽傷が多い。

重傷の事例は少ないものの、マムシなど蛇に嚙まれ

入院する事例もあった。 

3.5 プログラム別に見た重傷度と支払い額の特徴 

事故の発生は、野外炊飯（44件）、雪上活動(34

件)、登山・ハイキング・沢登り（27件）、移動中

(24件)、水辺活動（23件）の順に多かった。野外炊

飯では、鉈、包丁など刃物によるけが、熱せられた

鍋などを触るやけどが発生した。刃物によるけがで

は鉈の使用では重傷化しやすく、反対に包丁による

けがは軽傷で済んでいる。また、やけどでは熱せら

れた鍋の取手を触る程度の軽傷なものから、熱湯に

触るなどの広範囲に触れるもの、目に火の粉が入る

など重傷化するけがも発生している。 

また、支払額の平均金額をプログラム別に分析し

たところ、支払額の平均額は、29,483円だった。平

均額を超えたプログラムは、雪上活動（67,862円）、

移動中（42,434円）、アウトドアアクティビティ・

スポーツ（38,363円）、水辺活動(34,105円)、野外

炊飯（29,488円）である。なかでも雪上活動は3ス

キー・スノーボード、そり滑りなどによる事故が発

生しており、軽度の捻挫などもあるが、骨折を伴う

重傷化する事故が発生している。なお、そり滑りに

よる転倒事故で骨折を伴う大けがが発生し後遺症

も含め300万円が支払われているが、この事故は突

出して支払い額が多いため、支払額の平均金額から

除外した。 

表 4 プログラム別にみた平均支払い額 

 

 

4 結論と課題 

本研究ではキャンプ保険における事故の概要を

把握することはできたが、事故データの詳細な分析

は、加入者の総数や加入者の属性（指導者か参加者）、

事故時の活動プログラムの詳細や発生時間などが

不明であり困難であった。今後は、保険請求時の聞

き取り情報のより詳細な定型化が必要である。また

本研究は2015年度末までの情報であり、2016年度以

降の事故分析も今後続けていく予定である。 
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インバウンドキャンプ市場（中国）の可能性 
 

○王聖慧 （株）粉雪天堂、（株）クロスプロジェクトグループ 

 
キャンプ事業に参入するまでは中国語スキース

クールや中華県向けの日本スキー場ポータルサイ

トの運営など、私は中華圏のインバウンドスキーを

中心に事業を行っていたである。冬の事業がメイン

であったため、オールシーズン運営を目指してキャ

ンプ事業を視野に入れ、（株）クロスプロジェクト

グループにてキャンプ事業のノウハウを学ばせて

頂いた。コロナでインバウンド市場全体がほぼゼロ

に近い状況であるが、アフターコロナのインバウン

ド市場（中国）の可能性を感じ、調査した現段階の

情報と愚見を述べさせて頂く。 

 

コロナの影響で日本国内の旅行業、宿泊業は不調

が続く中、キャンプ関連事業が好調である。コロナ

で外出制限されるのは日本だけではなく、アジアの

中華園でも同じ状況である。中国でも台湾でもキャ

ンプ場（グランピングも含め）ビジネスは今までに

ない勢いで市場が伸びている。例えば中国のECサイ

トの大手ティーモール（天猫）ではキャンプ関連用

具の売上が二年連続倍増し、一般のアウトドア用品

が二桁の増加率より遥かに超えている。中国の口コ

ミアプリ「小紅書」では2021年1月から5月までのキ

ャンプ（露営）検索数が前年比428%である。様々の

メディアやイベントでキャンプに関する露出が増

えている中、中国のキャンプ市場はどんな現状であ

るか、キャンパー属性、キャンプ場、キャンプ用品

ブランドなどの角度から基本情報の調査を行って

いた。 

 
 2020年は中国の「キャンプ元年」である。日本と

違い、中国のキャンプ市場ではまだまだ途上であり、

業界がスタートしたばかりの段階である。キャンプ

人口が正確な統計データがほとんどなく、業界の動

向がどうなっているか、業界団体も民間企業も模索

しながら業界を作っていく状況である。一方、コロ

ナの影響で追い風に乗っているキャンプ業界はや

っと「キャンプ元年」を迎え、今後の可能性にも期

待できると言えるであろう。業界の若さと同じよう

に実はキャンパーの年齢層も20代と30代がメイン

であり、新しいライフスタイルと新しい体験を求め

る傾向が強いと見られる。例えば焚き火をじっくり

見て楽しんだり、自然の静かさを楽しんだりするよ

り、賑やかさを好むユーザーが多いである。その代

表的な事例はキャンプとフリーマーケットとのコ

ラボレーションである。キャンパーたちはキャンプ

しに来ると同時に自慢の手作り商品を販売したり

他のキャンパーの作ったカクテルを飲んだり賑や

かなキャンプライフを過ごしている。 

 
 
 キャンプ場が不足している。人口が14億人である

中国ではキャンプ場の数はまだ少なく、上海近辺で

は施設として完備しているキャンプ場は十箇所も

ないほどハード施設の建設が不足している。この背

景には市場の未熟や土地問題や建設ノウハウなど

様々な要因がある。業界初期ではキャンプ場の数が

少ないことはどの国も同じである。しかし、土地問

題は日本と違い、行政が経営するキャンプ場がなく、

民間企業が事業用地の取得にかなり難易度が高か

ったり、そもそも土地の私有化ができなかったりキ

ャンプ場建設の一番の難関である。そしてキャンプ

場建設のノウハウが少ないため、どこからスタート

するか、どこに注意すべきかなどノウハウが欠けて

いる。 
 キャンプ用品の売れ筋が良く、今後も伸び続ける



であろう。中国国産のブランドで上場企業のモビガ

ーデンをはじめ、ベルテント代表のノルディスク、

日本のスノーピークやキャプテンスタッグを含め、

世界各国のブランドが今中国マーケットに進出し

ている。欧州最大のスポーツ見本市と言われている

ISPO（イスポ）は2021年7月上海で開催し、初めて

中国キャンプ市場についてのフォーラムを行い、業

界の成長に大いに期待できると見られる。 
 
このように中国のキャンプ市場が急成長している

中、アフターコロナのインバウンド市場では中国の

旅行者は日本でキャンプする可能性があるのだろ

うか。それに伴い、どんなビジネスチャンスがある

か、どんな課題があるだろう。 
 
 まず日本でキャンプする可能性が非常に高いと

考える。中国国内のキャンプ場施設が不足で、日本

ではフルレンタル商品を提供すればいつものホテ

ル泊ではなくキャンプすることが非日常体験とな

り、一般客からキャンパーまで幅広く販売できる。

また、旅行者の動向としてはモノ消費からコト消費

に変わり続ける。北海道のパウダースキーを楽しん

だりバランスバイクのストライダー大会に参加し

たり今までにはない旅行のスタイルが増えている。

その中ではキャンプすることは宿泊の一択だった

り、一つの体験商品となったりするである。平日の

稼働率を上げることや、フルレンタルの高単価プラ

ンの販売数を増やすなど日本国内市場では難航だ

った課題の打開策の一つになるのではないかと考

える。 
 
そこで、今現状のキャンプ場でインバウンドの中

国客を迎えるならどんな課題があるだろう。まずは

言語だと思われがちだが、一番の課題は商品だと考

える。言語問題はアルバイトの通訳を雇用するか翻

訳機を使えばなんとかなる課題で、根本的な商品が

違うことを大前提としてある。今まで日本で販売し

ているキャンプ場使用料やレンタルセットなどの

商品をそのまま販売すると売れないであろう。海外

から来るお客様は車で来ることもなく、キャンプ用

具から小物まで何も持っていない状態で来ている

ことを想像すれば通常のフルセットでは物足りな

いことに気づく。そして、商品がある程度完成する

と、今度どうやって商品を中国のお客様に知って頂

くか、宣伝活動はもう一つ課題である。最後にお客

様が本当にキャンプ場にきたら、その対応に既存の

スタッフが対応できないケースがほとんどである。

通訳の雇用を増やすべきか翻訳機で対応するか

様々な運営上の課題が出てくる。 
 
課題が山ほどあるが、そもそも既存のキャンプ場

はインバウンドを狙うべきかどうかまず自己診断

が必要かと考える。交通のアクセスが一番のポイン

トだと考える。ほとんどのオートキャンプ場はマイ

カーで来ることが前提であり、公共交通機関（自社

シャトルバスも含む）で来られるかどうか、海外の

お客様にとっては重要である。また高速からの距離

ではなく、空港からの移動距離が海外客の基準であ

る。そしてキャンプ場近辺では有名の観光スポット

があれば非常に集客しやすく、逆にキャンプという

体験しかないエリアでは独特のキャンプ商品を生

み出す必要がある。またキャンプ場ではフリーWi-Fi
があるかどうか、日本のお客様には絶対必要でない

ものが海外客にとっては絶対必要である。 
 
 以上、中国のインバウンドキャンプについて基本

中の基本情報であるが、今後のアフターコロナでは

中国に限らず、グローバルのお客様が日本のキャン

プ場に足を運ぶことが増えると予測する中、どこの

国のどんなお客様にどんな商品を提供するか、いろ

いろ可能性があると思われる。日本国内市場では好

調ではあるが、プラスアルファの選択肢としてアフ

ターコロナのインバウンドを今から準備できると

きっと新たしい道が拓いていくのではないかと考

える。 
 
 
 



2020夏コロナ禍の大学キャンプ実習－オンラインでやってみた－ 
 
○山根真紀（日本福祉大学）、藤井三弥子（愛知県キャンプ協会）、時安和行（至

学館大学）、吉田理史(信州アウトドアプロジェクト)、上野朋子（大東文化大学非

常勤） 
【はじめに】 
8月末に実施予定だったキャンプ実習は、新型コ

ロナ感染拡大の影響でオンライン開催となった。ギ

リギリまで対面実施を追求したが、学生の安全・安

心を最優先し、大学側の方針に従うこととなった。 

オンライン実施にあたり、①本来の実習の目的を

どのように達成するか、②そのためのプログラム作

成では、オンラインならではの利点をうまく使うこ

と、全体、グループ、個人の活動をバランスよく取

り入れること、個人で考えたり、工夫したりといっ

た場面を取り入れることなどを考慮した。③さらに

何よりも、キャンプに行ってみたいと思えるような

内容にすることを心がけた。その結果学生からは、

「画面越しではあったが、キャンプのアクティビテ

ィに触れ、仲間との交流が深まり、つまらないと思

っていた実習が楽しかった」という感想が多く得ら

れた。 

今回の発表では、実施したプログラムの詳細とそ

れに対する学生の振り返りを通して、コロナ禍のキ

ャンプ実習、知恵と工夫と協力で、活路を拓いた一

例として報告したい。 

【実習概要】 
キャンプ実習は日本福祉大学スポーツ科学部の

表1.　キャンプ実習プログラム（ZOOMによるオンライン実習）

限 8/29（土） 8/30（日） 8/31（月） 9/1（火）

１

9:20～

オリエンテーション
スタッフ紹介

GW（BOS※1）自己紹介

（実習）
森のレストラン
全体⇒個人

（ライブ）
山歩き

トレイルラン

（グループ）
ふりかえり

GW

2

11:00~
12:30

（実習）
アイスブレイク、イニシア

チブゲーム
全体⇒GW

（グループ）
森のレストラン

GW：グループ内発表
GW⇒全体共有

（ライブ）
薪わりと火おこし

全体発表会

全体共有

3

13:25~
14:55

（講議）
キャンプと安全

いくつかのアクティビティ
を例に

（ライブ）
テント設営

（講義）
キャンプのアクティビ

ティ
楽しみ方とその工夫
集いの演出（キャンプ
ファイヤー・キャンド

ルサービス）

まとめ（個人）
レポート作成

4

15：05~
16：35

（講義、グループ）
キャンプと環境教育―地球
に、自然に優しいキャンプ

のために
全体⇒GW⇒全体共有

（ライブ・実習）
ロープワーク

（講義、グループ）
キャンプの企画

「やってみたいキャン
プ」

全体⇒GW⇒共有

課題

※1　GW（グループワーク）はブレイクアウトセッション（BOS）で、班ごとに分かれて活動

※2　スタディ：本学の授業用ポータルサイトで、学生はレポート提出や資料のダウンロードができる

1日のふりかえりをスタディ（※2）に提出（400字程度）
本日の内容をふりかえり、自分自身やグループの取り組み、講義やグループ
ワークで感じたことやかんがえたことを記載する



専門実技『野外運動A』として実施され、野外運動B
（スキー実習）、野外運動C（水辺実習）を含め、卒

業までにいずれかの種目を履修しなければならな

い選択必修科目である。対象は1年生、例年信州高遠

青少年自然の家で3泊4日の日程で実施していた。 
2020年度は8月29日（土）～9月1日（火）の4日間

ZOOMによるオンライン授業とし、履修学生は80名
（男子64名，女子16名）であった。プログラムを表

1に示した。スタッフは8名（非常勤講師4名、本学教

員4名）であった。学生は10名で1班の8班編成とし、

グループワーク（GW）はZOOMの機能であるブレ

イクアウトセッション（BOS）を用い、各班にファ

シリテーターとしてスタッフを1名配置した。 
オンライン授業実施上の注意点として、学生には

ZOOM入室後表示される名前を《〇班 □□△△》

に変更させ、全体の授業中はミュート、ビデオのON
OFFは自由とさせた。ただしGWでは、ビデオはON
とし（原則）、マイクはミュート、発言する際に解

除するよう事前に周知した。 
【プログラム】 
実施したプログラムの詳細について、講義、実習、

ライブ配信、に分けて説明する。 
１）講義 
『キャンプと安全』では、野外炊事を中心にリスク

要因と対策、指導者の役割と指導のポイントについ

て解説した。『キャンプと環境教育―地球に、自然に

優しいキャンプのために－』では、実際に起きてい

るキャンプでの環境汚染や破壊に触れ、キャンプを

行う上で配慮すべきこと、持つべき意識、それを日

常にどのように生かすかについて講義した。 
3 日目には、授業の学びをもとに『やってみたい

キャンプ』を学生に企画させた。『企画の前に考える

こと』や『キャンプのアクティビティ』を紹介した

後、企画に必要な要素について講義した。 
 各講義終了後はGWを実施し、それぞれのテーマ

に基づいて意見交換を行い、代表者による発表を行

い全体で共有した。 
２）実習 
見たり聴いたりするだけでなく、学生が実際に活

動する場面を、オンラインでも取り入れた。 
まず『アイスブレイク』では、スタッフを中心に

ジャンケンゲーム、リズムゲームなどで、学生の反

応を引き出し、緊張感を取り除いていった。その後

のGWではグループ内で自己紹介や共通点探しなど

を行い、コミュニケーションを深めた。 
『森のレストラン』では、自宅周辺で自然素材を

採取し、料理に見立てたひと皿を作成させた。その

後コンテスト形式で発表会を行い、優秀作品を選出

した。身近な自然に目を向ける機会となった。 
３）ライブ配信 
長野県戸隠キャンプ場からライブ配信を行った。

ポケットWi-Fi、ビデオカメラ、マイク等の機材準備

が必要だったが、ライブ感が伝わり学生の満足度も

高かった。実施した活動は、『テント設営」』『ロ

ープワーク』『山歩き』『トレイルラン』『薪わり

と火おこし』である。大学側から補足説明を加えた

り、キャンプ場の様子を伝えたりと、さながらTV中
継風で充実していたのではないかと自負している。 
【学生のレポートから】 
授業のまとめとして提出させたレポート72名分

から、学生の感想を一部報告する。 
まず、キャンプ実習が対面からオンラインに変更

になったことよって、「参加することに不安、つま

らなそう、緊張する、対面ができなく残念だ」とい

ったネガティブな感想が49名（68.0％）に見られた。

しかし、実際に実習に参加したことで、「コミュニ

ケーションがとれた、話せるようになった、仲が深

まったなど」33名（45.8％）、「楽しかった、充実し

ていた、良かったなど」31名（43.0％）、「キャンプ

に行きたくなった」13名（18.0％）、「協調性や自主

性が高まった、班で協力できた」12名（16.7％）とい

ったポジティブな記述が多く見られた（複数回答）。 
 BOSによるGWついては、「回を重ねるごとに発

言が増えた、意見が言えるようになった、話すこと

に抵抗がなくなった」と、GWの質的な向上を認識

する学生がいる一方で、「あまり意見を出せなかっ

た、意見が少なくまとめるのに苦労した、話し合い

に参加しない学生がいた」とGW運営の困難さに関

する記述も認められた。 
【まとめ】 
 今回のオンラインキャンプ実習、プログラムの内

容が質・量ともにバランスよく、ライブ配信は現地

にいるような臨場感が体験でき、効果的であった。

学生にとって初期のGWは困難な課題の一つで、フ

ァシリテーターの役割が重要であることが明らか

となった。 



自然学校と企業・メーカーとの連携に向けた取り組み 
 

○徳田真彦（大阪体育大学）、原田順一（NPO法人湘南自然学校） 

 

1.はじめに 

 現在、30代を中心とした民間の自然学校職員や大

学教員が集まり、より良い自然体験活動の未来を創

っていくために、勉強会やオンラインサロンを実施

している。その中で、勉強をするだけの集まりでは

なく、行動をしていく仲間であるという信念から、

7つのプロジェクトが進められている。 

①政策提言 

②自然学校と企業との連携 

③社会提案型企業連携 

④研究提言 

⑤青少年教育施設改革 

⑥出版 

⑦募金 

本発表では、自然学校と企業との連携および研究

提言プロジェクトが共同して取り組んでいる取り

組みについて、紹介したい。 

 

2.連携プロジェクトについて 

 矢野経済研究所調査によると、2020年の国内のア

ウトドア市場規模(用品、施設、サービスの合計)は、

4895億円(予想)となっている。コロナの影響で2019

年の5169億円から約270億円減と予想されているが、

キャンプを含むライトアウトドア市場は微減にと

どまっており、マイナス基調は新型コロナウイルス

感染症による一時的なもので、アウトドア市場全体

では、今後数年は増加基調が続くと予想されている。

今日の市場の盛り上がりは誰もが感じているが、そ

の盛り上がりが自然学校や野外教育の業界にまで

及んでいるかというと、そうとは言えない現状があ

るだろう。アウトドアメーカーをはじめとする様々

な企業は、自然学校の存在は認知しつつも、業界に

対する理解や関心が少ないように感じている。マー

ケティングアドバイザーの加藤龍氏(元日本ゴア社)

によると、企業はビジネス効率を求める傾向があり、

結果が見えやすい事業や対象に対して結び付くこ

とが多く、自然学校との連携には必然的に時間をか

けて取り組んでいくことになるため、連携しづらい

側面があることを指摘している。しかし、これから

の時代は、SDGsをはじめ環境や教育を取り巻く課題

に対して企業も取り組んでいくことを求められて

いることから、これまでの状況とは変わっていくの

ではないかとも述べている。 

一方で、2011年3月に発行された「2010年自然学校

全国調査報告書」によると、全国に3696校の自然学

校がある事が示されており、11年経った現在も大き

な変動はないのではないかと思われる。全国でこれ

ほどの自然学校がある中で、そこに関わる指導者や

ボランティアリーダー、参加者、保護者は相当数に

及ぶものと容易に想像できる。自然学校で行われる

キャンプ事業では、当然アウトドア活動を行うため

に必要なウェア、ギア等を使用しており、ここには

大きな市場があるものと考えられる。 

しかしながら、自然学校の種別や、指導者・参加

者特性、指導者や参加者がどのようなアウトドアウ

ェアやギアを使っているのか、必要としているのか

といった、具体的なデータは「2010年自然学校全国

調査報告書」以降、見当たらない。このようなデー

タは、自然学校の活動を説明するものとして必要な

ものであり、企業側に市場を根拠づけるものとして

も重要な役割を担うだろう。また、何より現状を知

ることは、自然学校の課題の把握や今後の発展する

方向性を考える上で非常に重要なデータとなり得

る。 

以上のような課題をクリアするために、2021年6

月より、「アウトドアメーカーをはじめとする企業

の自然学校への認知度向上」を目的に、自然学校と

共同してプロジェクトを立ち上げた。現在は、プロ

ジェクトの最初のステップとして、「実態調査」に

取り組んでおり、具体的には、以下の点を明らかに

することを検討している。 

①自然学校の実態調査 

1) 自然学校で行われている活動、活動に必要な装

備、備品(施設保有の装備・備品含む) 

2) 自然学校の活動への参加者の特性(数、年齢層、

男女比など) 

3) 自然学校の指導者(職員)の特性(数、年齢層、男

女比など) 



②自然学校の参加者、指導者のギア、ウェアの実態

調査 

1) 参加者に必要なギア、ウェアの特性(価格、機能

性、デザイン性など) 

2) 参加者および保護者のニーズの把握 

3) 指導者(職員)に必要なギア、ウェアの特性(価格、

機能性、デザイン性など) 

4) 指導者(職員)のニーズの把握 

 

3.パイロット調査 

プロジェクトの遂行にあたって、まずは小さなモ

デルケースを創ることを目標とし、A自然学校に協

力頂き、参加者のギア、ウェアの実態を明らかにす

ることを目的にパイロット調査を実施した。調査期

間は2021年7月23日～2021年8月31日とし、調査対象

は2021年度にA自然学校のキャンプ事業に子どもを

参加させた保護者であった。調査内容は、①保護者・

参加者の特性(性別、学校段階、日常生活でのキャン

プ活動の日数、キャンプ事業に参加させている理由)、

②キャンプウェアに関する調査(ウェアを選ぶ際に

重要視すること、ウェアに関する要望や困っている

こと)、③キャンプギアに関する調査(用意するのに

苦労するもの、ギアに関する要望や困っていること)

の3つであった。 

 現在データを分析中であるが、49名の保護者から

得られたウェアおよびギアに関する質問の集計結

果をいくつか紹介したい。 

 「キャンプに参加させる際のウェア(服)で、下記事

項(価格が安い、機能性、ファッション性、ブランド

名、日常でも使える汎用性)をどの程度重要視します

か」という質問を「かなりする、する、あまりしな

い、しない」の4段階で回答を求めた結果、機能性お

よび日常でも使える汎用性の2項目については、か

なりする、すると答えた割合は85％を超える結果と

なった。また、その他重要視することを自由記述で

求めた結果、「サイズ調整ができること」、「長く

使える事」、「耐久性」などが挙げられ、保護者は

子どもをキャンプ事業に参加させる際に用意する

ウェアとして、「日常的に長く使えるもの」を求め

ていることが考えられる。その他、「名前欄が大き

いと良い」といった保護者ならではのコメントもあ

った。 

 「キャンプに参加させる際に用意するギア(道具)

で苦労するものはありますか」という質問をA自然

学校で用意するギアを記載し、回答してもらった結

果、「雨具(30％)」、「服(20％)」、「ラッシュガー

ド(20％)」を用意するのに苦労していると回答し、衣

類に関して約70％の割合が苦労していると回答す

る結果となった。その理由として、「使う頻度が低

い割には、アウトドアブランドの高機能レインウェ

アは価格が高めなこと」、「来年には成長して使え

なくなるので、高価なものを選びにくい」、「ちゃ

んとしたキャンプに参加させたことが無いので、ど

れくらいの価格のものや、メーカーを選ぶのがよい

のか、わからない」といった理由が挙げられた。前

述した、日常的に長く使えるものを重要視するとい

う結果と共通していると考えられる。また、「レン

タルをしてほしい」「おすすめ商品の紹介をしてほ

しい」「通販サイトの紹介をしてほしい」などの記

載が見られた。 

 今後詳細に分析をしていく必要があるが、自然学

校のキャンプ事業に関わるウェアやギアに関する

ニーズや要望の傾向を見て取ることができた。この

調査結果は、企業だけでなく、自然学校の運営等に

も役立つデータとなり得る。今後、キャンプリーダ

ーや職員への調査なども進めていきたい。 

 

4.さいごに 

 このプロジェクトは、参加者がアウトドア活動を

さらに楽しめるようになること、指導者はより高度

な教育を行えるようになること、企業のブランディ

ングやギアやウェアの機能性向上につながること、

地域の活性化に寄与することといった「参加者」、

「指導者」、「企業」、「地域」がより良く連携し、

明るい未来を創っていくことを目指している。その

ためには、実践と研究を融合させながら進めていく

ことが必要不可欠であり、手探りではあるが、より

良い融合を目指して進めていきたい。 

 参考引用 

1) 株式会社矢野経済研究所：「アウトドア市場に

関する調査2020」. 

2) 走林社中,第3回円形劇場「アウトドアメーカー

との連携について～地域・社会への貢献を考え

る～」.2021.6.17.加藤龍氏パーソナルコメント. 

3) 2010年自然学校全国調査報告書: 公益社団法

人日本環境教育フォーラム,2011,3. 



密を避けた野外炊飯(鉢輪炊飯) 
 

○中島 宏（福岡県キャンプ協会） 

 

１．はじめに 

 学校で行う宿泊体験の野外調理実習は家庭科の

授業の延長線で、全員で分担して調理実習を行うケ

ースをよく見かけます。「あなたは薪係」「あなた

は炊飯係」「そしてカレー係」等。そのため、野外

調理場は過密状態に陥ります。そして自分の担当し

た過程しか体験していません。そこでコロナ禍で福

岡市内の小学校Ａ・福岡市Ｂ公民館で行った野外調

理実習を紹介したいと思います。 

また 福岡市野外活動センターで行っている「防

災キャンプ」も同様のプログラムを進行しているの

で合わせて紹介します。 

【基本的考え】（自分のご飯は自分で炊く） 

自分のかまど作り ５号鉢の植木鉢 

自分の食する米の量 牛乳パック３ｃｍ 

炊くための燃料・火加

減 

輪切り牛乳パック４ℓ

分 

自分の炊飯具兼食器 100均の土鍋 

密にならない場所 風向きと高さを考える 

 

２．当日の流れ 

２－１. オリエンテーション 

災害時のことも考えて避難所では「火」は焚けま

せん。自宅避難ということで家にある植木鉢でかま

どを作ります。燃料は牛乳パックを輪切りにして使

います。ガスが止まってもご飯が炊けます。ガスが

出るなら一度土鍋でご飯を炊いてみましょう。停電

になっても大丈夫です。 

 

２－２．土鍋（お米を研いで浸水時間） 

牛乳パックを3センチで切った容器。これには150

㏄(お米120g)が入ります。自分が１食どれくらいを

食べるのかを考えてみましょう。そして30分浸水。 

一度水を捨てて改めて150㏄の水を差します。第2

関節という迷信は使用しない。 

 

２－３．鉢輪製作 (約30分) 

素鉢の５号鉢を使用します。穴を開ける場所を鉛

筆や釘などで線を描いて穴あけ開始です。釘と小さ

な金槌を使って開けていきます。この工程は以前か

ら「鉢ランタン」の製作で説明します。穴が空いた

らいよいよ炊飯です。ペグを2本貰って燃やす場所

を探します。 

 

２－４．炊飯開始 (約40分) 

牛乳パックは事前に2センチ前後の幅で輪切りに

して用意しています。給食の牛乳パックを貯めてお

いてもかまいません。焚きつけには麻ひもを5cm配

っています。１㍑の牛乳パック３個で、１０分強で

炊きあがります。子どもは４～５個必要だと思いま

す。炊きあがりは泡が出なくなるのと土鍋の二の穴

から香ばしい香りがしてきます。あとは蒸らしです。 

周囲の清掃と後片付けをしましょう 牛乳パッ

クは完全燃焼して「灰」はほとんど出ませんし煙も

出ません。 

 

２－５．食卓じゅんび(副食配布)(10) 

 早く炊きあがった人から班で食べる場所の設定

をします。鉢輪炊飯は自分の食べるご飯作りですか

ら，副食は本部で作ります。学校では給食のおかず

が用意されますし、防災キャンプでは丼物(中華丼、

すき焼き丼)を用意して土鍋のご飯にかけます。 

 カレーは人参やジャガイモを煮るのに時間がか

かるので火力の少ない献立をと考えます。 

 

２－６．食事・後片付け (30) 

黙食で行います。自分作った鉢輪とご飯を炊いた

土鍋は持ち帰ります。小学校の場合洗い場が密にな

るので土鍋は袋に入れて持ち帰ってから洗うよう

にします。 

 

２－７．振り返り 

 省略します。 

 

３．その他付随のプログラム 

公民館ではこれプラスカトラリーづくりをして

います。学校では新聞紙を用いた「シータポン」を

作ってそこに座ったりしています。 
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